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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期

第３四半期連結
累計期間

第65期
第３四半期連結
累計期間

第64期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 11,395,279 12,911,051 18,396,552

経常利益（千円） 125,894 461,991 677,629

四半期（当期）純利益（千円） 24,693 241,336 354,132

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
25,671 248,161 381,878

純資産額（千円） 8,238,258 8,781,306 8,594,465

総資産額（千円） 16,212,473 17,704,234 17,670,099

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
4.82 47.05 69.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 50.1 48.8 47.9

　

回次
第64期

第３四半期連結
会計期間

第65期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 12.22 31.48

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における重要な変更はありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、震災復興需要を背景とした内需の牽引により緩やかながら回

復基調にあったものの、欧州債務問題を起因とした海外経済の減速、長期化する円高やデフレの影響など、先行き不

透明な状況で推移いたしました。

　当社グループの事業に関連する建設業界は、公共投資が堅調に推移しているものの、民間設備投資の動きは弱く、

価格競争による厳しい受注環境が続いております。

　このような経済環境下にありまして、当社グループでは、営業の強化による受注拡大とコスト削減による利益確保

に重点を置いた活動に努めてまいりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は129億11百万円（前年同四半期比13.3％増）となりました。また、

利益面につきましては、営業利益は４億３百万円（同253.0％増）、経常利益は４億61百万円（同267.0％増）、四半

期純利益は２億41百万円（同877.3％増）となりました。

　なお、当社グループの工事事業における売上高は、通常の営業形態として第４四半期連結会計期間に完成する工事

の割合が大きく、業績には季節的変動があります。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　管工機材販売事業につきましては、売上高は67億49百万円（前年同四半期比9.0％増）となりましたが、販売費等

が増加したことにより、営業損失は30百万円（前年同四半期は営業損失45百万円）となりました。

　工事事業につきましては、売上高は58億12百万円（前年同四半期比18.3％増）となり、営業利益は５億39百万円

（同76.4％増）となりました。

　工事事業における完成工事高は56億78百万円（前年同四半期比18.7％増）となり、新設工事が24億86百万円（同

60.4％増）、既設工事が20億80百万円（同2.6％減）、保守工事が11億11百万円（同1.1％増）となりました。

　また、受注工事高は85億３百万円（同8.7％増）となり、新設工事が39億80百万円（同24.5％増）、既設工事が30億

72百万円（同3.1％減）、保守工事が14億50百万円（同0.0％減）となりました。

　環境機器販売事業につきましては、売上高は３億48百万円（前年同四半期比20.5％増）となり、営業利益は13百万

円（前年同四半期は営業利益１百万円）となりました。

　　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成25年２月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,700,000 5,700,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 5,700,000 5,700,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
― 5,700 ―　 599,400 ―　 525,000

　　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   527,100 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,172,700 51,727 同上 

単元未満株式 普通株式       200 －
　１単元（100株）

　未満の株式

発行済株式総数  　      　5,700,000 － －

総株主の議決権 － 51,727 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式21株が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社

オーテック

東京都江東区東陽

二丁目４番２号
527,100 － 527,100 9.24

計 － 527,100 － 527,100 9.24

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　　

　

EDINET提出書類

株式会社　オーテック(E00304)

四半期報告書

 6/18



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

株式会社　オーテック(E00304)

四半期報告書

 7/18



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,476,866 4,105,743

受取手形及び売掛金 ※1,※2
 6,597,219

※1,※2
 5,394,616

営業未収入金 2,151,832 1,505,310

有価証券 20,593 20,605

商品 361,324 387,500

未成工事支出金 1,261,171 2,572,586

原材料及び貯蔵品 27,212 33,944

繰延税金資産 145,823 108,251

その他 97,558 98,721

貸倒引当金 △25,043 △22,440

流動資産合計 14,114,559 14,204,839

固定資産

有形固定資産 1,713,661 1,668,682

無形固定資産 92,106 71,836

投資その他の資産

投資有価証券 631,700 662,135

その他 1,125,578 1,114,327

貸倒引当金 △7,506 △17,586

投資その他の資産合計 1,749,772 1,758,876

固定資産合計 3,555,540 3,499,395

資産合計 17,670,099 17,704,234
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 6,210,108

※2
 5,467,146

短期借入金 1,158,048 1,324,048

未払法人税等 340,326 96,358

未成工事受入金 349,049 1,139,724

賞与引当金 211,672 152,529

役員賞与引当金 35,300 23,250

完成工事補償引当金 23,790 13,850

工事損失引当金 10,800 28,100

その他 285,314 285,674

流動負債合計 8,624,409 8,530,681

固定負債

長期借入金 36,102 31,196

繰延税金負債 59,247 66,752

再評価に係る繰延税金負債 132,393 132,393

退職給付引当金 2,067 1,280

役員退職慰労引当金 139,870 90,990

その他 81,545 69,634

固定負債合計 451,225 392,246

負債合計 9,075,634 8,922,928

純資産の部

株主資本

資本金 599,400 599,400

資本剰余金 525,000 529,314

利益剰余金 7,927,201 8,091,484

自己株式 △269,437 △256,777

株主資本合計 8,782,163 8,963,421

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 52,914 51,194

土地再評価差額金 △367,869 △367,869

その他の包括利益累計額合計 △314,954 △316,674

少数株主持分 127,256 134,560

純資産合計 8,594,465 8,781,306

負債純資産合計 17,670,099 17,704,234
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 ※1
 11,395,279

※1
 12,911,051

売上原価 9,446,863 10,630,692

売上総利益 1,948,415 2,280,359

販売費及び一般管理費 1,834,031 1,876,562

営業利益 114,384 403,797

営業外収益

受取配当金 16,214 17,798

受取賃貸料 14,536 16,770

持分法による投資利益 － 13,269

その他 15,533 29,474

営業外収益合計 46,284 77,313

営業外費用

支払利息 14,068 14,028

持分法による投資損失 533 －

その他 20,172 5,090

営業外費用合計 34,774 19,118

経常利益 125,894 461,991

特別利益

固定資産売却益 213 40

投資有価証券売却益 2,765 －

会員権売却益 2,025 －

特別利益合計 5,003 40

特別損失

固定資産売却損 404 416

固定資産除却損 888 91

投資有価証券評価損 2,571 －

会員権売却損 － 1,241

会員権評価損 8,001 6,956

特別損失合計 11,866 8,705

税金等調整前四半期純利益 119,031 453,326

法人税、住民税及び事業税 50,892 151,049

法人税等調整額 40,756 52,417

法人税等合計 91,649 203,467

少数株主損益調整前四半期純利益 27,382 249,859

少数株主利益 2,689 8,522

四半期純利益 24,693 241,336
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 27,382 249,859

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △19,032 △2,492

土地再評価差額金 18,594 －

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,272 795

その他の包括利益合計 △1,710 △1,697

四半期包括利益 25,671 248,161

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 22,950 239,616

少数株主に係る四半期包括利益 2,720 8,545

EDINET提出書類

株式会社　オーテック(E00304)

四半期報告書

11/18



【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

（連結子会社の決算日の変更）

　従来、決算日が２月末日であった株式会社九州オーテックは、決算日を３月31日に変更しております。この変更に

より、当第３四半期連結累計期間は、平成24年３月１日から平成24年12月31日までの10ヶ月間を連結しております。

　

【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる、損益への影響は軽微であります。　

　

【追加情報】

　当社は、平成24年９月24日付で、株式会社三雄商会の株式取得（子会社化）に関する基本合意書を締結し、平成24年

12月21日開催の取締役会において、株式譲渡契約書の締結について決議し、同日付で株式譲渡契約を締結いたしまし

た。

（１）株式取得の目的

　株式取得による子会社化を図ることで、北海道の千歳・恵庭市から胆振・日高地域までの商圏を確保するとと

もに、取扱商品の販売を拡大することが可能となるため、より一層の事業拡大を図ることができるものと考えて

おります。

（２）株式取得の相手先の名称

　河上聰

　河上勝

　元井厚生　他１名

（３）株式取得（子会社化）する会社の概要

　商号　　　　　　　　株式会社三雄商会

　本店所在地　　　　　北海道苫小牧市新中野町二丁目16番１号

　代表者の役職・氏名　代表取締役社長　河上聰

　事業内容　　　　　　管工機材商品の販売、空調計装設備の設計・施工

　規模（平成24年３月期）

資本金　　  20,000千円

売上高　　 640,495千円

（４）取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況

　異動前の所有株式数　　　０株（所有割合：０％）

　取得株式数　　　　　40,000株

　取得価額　　　　　　40,000千円

　異動後の所有株式数　40,000株（所有割合：100％）

（５）日程

　基本合意書締結　　　平成24年９月24日

　株式譲渡契約締結　　平成24年12月21日

　株式譲受期日　　　　平成25年２月26日（予定）　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 125,051千円 113,607千円

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四

半期連結会計期間末日残高に含まれております。　

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 181,322千円 235,172千円

支払手形 505,576 390,702

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

※１　当社グループの売上高は、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合が大き

く、業績には季節的変動があります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 79,156千円 79,284千円

のれんの償却額 － 2,858
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 66,779 13平成23年３月31日平成23年６月27日利益剰余金　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 77,053 15平成24年３月31日平成24年６月27日利益剰余金　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 6,194,3134,911,652289,31311,395,279－ 11,395,279
セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,126 － － 2,126△2,126 －

計 6,196,4394,911,652289,31311,397,405△2,12611,395,279

セグメント損益 △45,406305,7911,143261,528△147,144114,384

（注）１．セグメント損益の調整額△147,144千円には、セグメント間取引消去△68千円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△147,075千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 6,749,8075,812,506348,73712,911,051－ 12,911,051
セグメント間の内部
売上高又は振替高

678 － 2,498 3,177△3,177 －

計 6,750,4865,812,506351,23512,914,228△3,17712,911,051

セグメント損益 △30,279539,37513,298522,393△118,596403,797

（注）１．セグメント損益の調整額△118,596千円には、セグメント間取引消去△85千円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△118,511千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。　　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 4円82銭 47円05銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（千円） 24,693 241,336

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 24,693 241,336

普通株式の期中平均株式数（株） 5,119,336 5,129,900

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社　オーテック(E00304)

四半期報告書

17/18



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月13日

株式会社オーテック

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柳井　浩一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大黒　英史　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オーテッ

クの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平

成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーテック及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。
　
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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